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津
軽
三
味
線

四
葉
会

は
、
地
域
の
敬
老
会
や
高

齢
者
サ

ロ
ン
な
ど
の
依

頼
で
津
軽
三
味
線

の
披

露
を
す
る
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。 

仲
間
と
の
時
間
は
い
つ

も
切
磋
琢
磨

の
時
で
あ

る
と
共
に
、
一
つ
の
作
品

を
作
り
上
げ
る
共
同
作

業
。 

 

会
場
の
み
な
さ
ん
は
、

津
軽
三
味
線

の
力
強
さ

と
繊
細
さ
を
楽
し
み
、
時

に
手
を
打
ち
な
が
ら

一

緒
に
唄
い
ま
す
。
時
間
の

経
過
と
と
も
に
会
場
が

一
つ
に
な
っ
て
い
く
、
作

品
が
で
き
あ
が

っ
て
い

き
ま
す
。 

「発
表
の
場
を
も
ら
え

る
の
が
嬉
し
い
」
「会
場

の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
の
が
生
き
が

い
！
」
趣
味
が
特
技
に
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
な
り
ま
し
た
。 

 

ボランティア活動センター行事予定    

2 月 13 日（土） ボランティア連絡会運営委員会・わいわい交流会 （於：三田市総合福祉保健センター） 

2 月 14 日（日） 地域デビュー準備術 （於：三田市ウッディタウン市民センター） 

2 月 17 日（水） 福祉学習推進研修会 （於：三田市総合福祉保健センター）   
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災害災害災害災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター            

災害現場では様々な人が被災し、多種多様な要望が 

生まれます。行政では対応できない被災者のきめ細かな 

要望に対しては、ボランティアによる支援活動が大きな力 

として期待されます。 「被災された方を支援したい」という 

思いをもって被災地に駆けつけたボランティアや、地元の 

ボランティアの力を被災者の要望結びつけ調整する組織が 

災害災害災害災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターです。 

 

災害現場は非日常的であり、「自分たちは何ができるのだろう」という声を耳にすることがあります。  

しかし、みなさんが普段されている活動が状況に応じて災害地でも活かされます。 

 

  １２月には YMCA が台風 9 号豪雨災害の被災地の子ども

たちの心と体のケアの取り組みとして「被災地児童招待キャ

ンプ」が企画されました。 募金が寄せられ、多くの方の支援

により実現しました。 

 1 月 24 日の三田市総合防災訓練では「福祉有償移送運転

支援ボランティアキャメル」が、災害発生時の要援護者非難

誘導訓練に参加されました。 

   

「何かできることを・・・」という思いを声にしていただき、ボ

ランティア活動センターにお越しいただけたらと思います。 

さんださんださんださんだ災福災福災福災福サロンサロンサロンサロン        

さんだ災福サロンは、平常時の取り組みとして災害ボラン

ティア活動に関心のある方を対象にした情報交換・研修の

場です。三田で自然災害が起こると、市外・県外から多くの

ボランティアが応援に来てくださいます。 土地勘が無い

方、ボランティア活動が初めての方も多いかもしれません。 

サロンメンバーは災害現場で活躍してくださるボランティアさ

んがスムーズに動ける様に受付や活動内容の説明等を職

員と一緒に取組んでくださるボランティアです。関心のある

方ご参加お待ちしております。 

        

【【【【問合問合問合問合せせせせ先先先先】】】】三田市三田市三田市三田市ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動センターセンターセンターセンター            ℡℡℡℡：：：：０７９０７９０７９０７９－－－－５６４５６４５６４５６４－－－－０４１００４１００４１００４１０    

    

 

    

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

▲佐用町災害ボランティアセンター 

▲ 福祉有償移送運転支援ボランティア 

「キャメル」（三田市総合防災訓練） 

▲ さんだ災福サロンによるボランティ

ア受入れ訓練（三田市総合防災訓練） 
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｢大正琴たんぽぽ｣ 1111 月月月月 13131313 日日日日（（（（水水水水）））） 

新春の風が冷たく心地よい朝、三田町 

の宅老所「いこいの家さんだ」で大正琴の 

披露をされている現場にお邪魔しました。 

 曲はどれも利用者が口ずさめる懐かし 

いもの。活動のため練習を重ねています。 

 「今日の音色はいつもより一層響いて 

いますね」と声をかけられ、続く演奏に 

益々心がこもっていきます。「喜んでもらえるから楽しんで来させ

てもらってる」 「活動が練習

にもなるんです」とメンバーさ

ん。演奏と歌声が響き・響きあ

う暖かなひとときでした。 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

今
回
の
「笑
顔
の
輪
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」は
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ど
ん
ぐ
り
代
表
の

田
口
ひ
か
る
さ
ん
で
す
。 

ＱＱＱＱ
活
動
内
容

活
動
内
容

活
動
内
容

活
動
内
容
をををを
教教教教
え
て
え
て
え
て
え
て

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い
。。。。    

ＡＡＡＡ
点
字
は
視
覚
障
が
い

者
が
手
で
触
れ
て
読
む

文
字
情
報
で
す
。
活
動

は
主
に
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
や
図

書
館
、
個
人
か
ら
の
依
頼

文
書
の
点
訳
や
、
月
に
２

回
視
覚
障
が
い
者
へ
触
読

指
導
を
し
て
い
ま
す
。    

ま
た
、
福
祉
学
習
の

一

環
で
市
内
の
高
校
な
ど

に
行
き
点
字
講
習
の
授

業
を
し
て
い
ま
す
。    

ＱＱＱＱ
活
動
活
動
活
動
活
動
をををを
始始始始
め
ら
れ
た

め
ら
れ
た

め
ら
れ
た

め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は

き
っ
か
け
は

き
っ
か
け
は

き
っ
か
け
は
？？？？    

ＡＡＡＡ
学
生
の
時
、
図
書
館
で

点
字
を
書
い
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
初
め
て

見
か
け
ま
し
た
。
と
て
も

印
象
的
で
。
そ
れ
か
ら
子

育
て
が
落
ち
着
き
時
間

の
で
き
た
時
、
「点
字
を

覚
え
た
い
」
と
自
然
に
思

い
ま
し
た
。
通
信
講
座
で

書
き
方
を
覚
え
た
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
で
活
動
に
つ
い
て
聞
き

「ど
ん
ぐ
り
」
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
家
庭
と
の
両

立
が
可
能
な
活
動
。
「こ

れ
な
ら
」
と
思
い
入
会
し

た
の
が
７
年
前
で
す
。    

ＱＱＱＱ
活
動
活
動
活
動
活
動
のののの
喜喜喜喜
び
は
び
は
び
は
び
は
？？？？    

ＡＡＡＡ
点
訳
す
る
時
、
こ
と
ば

や
文
章
表
現
で
色
々
な

勉
強
が
必
要
な
の
が
分

か
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
で

確
か
な
こ
と
を
探
し
、
ひ 

と
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
と
い
う
共
通
の
使
命

を
感
じ
ま
す
。
情
報
を

出
し
合
い
、
高
め
合
え
る

仲
間
。
誰
も
が
無
理
を

し
な
い
で
活
動
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
何
で
も
言
え
る

関
係
に
な
れ
た
こ
と
が
嬉

し
い
で
す
。
ま
た
、
視
覚

障
が
い
の
あ
る
方
と
活
動

し
、
そ
の
生
活
に
触
れ
て

い
く
中
で
人
生
の
広
が
り

を
感
じ
感
動
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。 

ＱＱＱＱ
最最最最
後後後後
に
み
な
さ
ん
に

に
み
な
さ
ん
に

に
み
な
さ
ん
に

に
み
な
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ
をををを
…………    

ＡＡＡＡ
活
動
を
続
け
る
た
め
に

は
自
分
が
好
き
な
こ
と
を

で
き
る
時
間
で
す
る
。
大

き
な
こ
と
で
な
く
、
些
細

な
こ
と
で
も
誰
か
の
役
に

立
て
る
こ
と
を
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
、
自
分

自
身
を
知
る
こ
と
が
大

切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

両手の手のひら

を上向きにして

胸の前におき、下

げる。 

活動訪問記 
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要援護者非難誘導訓練に参加し 

ⅠⅠⅠⅠｎ ｆ ｏ ｒ ｍａ ｔ ｉ ｏ ｎｎ ｆ ｏ ｒ ｍａ ｔ ｉ ｏ ｎｎ ｆ ｏ ｒ ｍａ ｔ ｉ ｏ ｎｎ ｆ ｏ ｒ ｍａ ｔ ｉ ｏ ｎ     

    
さんだボラセンだより      

2010 年  冬  号 

２
０
１
０
年
を
迎
え

「今

年
こ
そ
は
」
と
ま
た
新
し
い

目
標
を
心
に
秘
め
て
い
る
私

で
す
が･

･
･

。
皆
さ
ま
は
ど
ん

な
新
し
い
目
標
を
た
て
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
？ 

 

達
成
度
１
０
０
％
で
な
く

て
も
、
心
に

「こ
う
な
り
た

い
自
分
」
を
持
っ
て
い
る
こ

と

っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。

時
々
そ
れ
を
取
り
出
し
て
、

「サ
ボ
り
過
ぎ
」
あ
る
い
は

「中
々
良
く
や
っ
て
る
」
と

自
分
を
省
み
た
り
し
て
・
・
・。

そ
う
は
簡
単
に
目
標
を
ク
リ

ア
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も

「今

の
自
分
」
を
改
め
て
知
る
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

一
年
後
の
今
頃
を
楽
し
み

に
毎
日
を
積
み
重
ね
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
私
た
ち
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
み
ん
な
元
気

い
っ
ぱ
い
で
頑
張
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

団塊の世代・シニアのみなさん！ 豊かな人生経験、仕事で培ってきた技術・能力・経験を眠らせていません

か？ 様々な市民活動を紹介するイベントで、自分を活かすステージ（場）を探しにきませんか？ 

開催日時：平成 2２年２月１４日（日） 13：00～16：00 

開催場所：三田市立ウッディタウン市民センター２F 

内    容：(メ イ ン 会 場) 大集会室：市民活動、地域福祉活動等をブースごとに紹介・地域の情報 

(サブ会場) 視聴覚室：特技を披露する団体との出会い 13:00～14:00  

調 理 室：男性の料理教室による調理実演  13：00～１６：00    

会 議 室：団塊の世代の夫婦向けセミナー  14:00～15:00 

【講師】あしや喜楽苑参与  小玉 文吾 氏 

「夫婦で考える団塊の世代地域デビュー準備術」 

対 象 者：団塊・シニア世代のみなさん、ご夫婦 

参 加 費：無料   ＊参加申込は不要です。直接会場にお越しください。                 

たくさんのご来場お待ちしています！ 

 

 

 

３月１日より平成２２年度ボランティア保険加入受付開始します！ボランティア活動をする前に、ボランティア

保険に加入し安心して活動しましょう！ボランティア活動中の傷害給付・賠償責任給付・見舞金がセットされて

います。  

 ■掛け金 年間 一人 ５００円  ■補償期間 掛け金を受け付けた日の翌日～翌年３/３１ 

■加入手続きはボランティア活動センター、各地域福祉支援室（ウッディ・フラワー・広野・藍市民センター）、多世

代交流館・シニアユースひろばにて。その他、お問合せは三田市社会福祉協議会 ボランティア活動センターま

で。 （TEL）079-564-0410   （FAX）079-559-5945 


